
MgB2超電導バルク磁石の基礎特性評価 

Fundamental Property Evaluation of MgB2 Superconducting Bulk Magnets 

鉄道総研 1，東大 2，さきがけ 3  ○赤坂 友幸 1，石原 篤 1，富田 優 1，山本 明保 2, 3，杉野 翔 2，岸尾 光二 2 

Railway Technical Research Institute1, University of Tokyo2, JST-PRESTO3  

○Tomoyuki Akasaka 1, Atsushi Ishihara 1, Masaru Tomita 1, Akiyasu Yamamoto2,3, Sho Sugino2, Kohji Kishio2 

E-mail: akasaka@rtri.or.jp 

1.  はじめに  冷凍機冷却により応用可能な超電導バルク磁石として MgB2 バルク体を検討し

た。金属系超電導体としては最高の転移温度 Tc（40 K）を持つ MgB2[1]は、超電導コヒーレンス

長が長く電磁的異方性が低いことから、無配向の多結晶体においても 10
5
 A/cm

2以上の比較的高い

臨界電流密度 Jc を持つ巨視的超電導電流が得られる[2]。この結晶粒間における弱結合の不在は、

多結晶試料全体にわたっての均一な超電導電流分布を可能とする[3]。また、MgB2 バルク体はマ

グネシウムとホウ素の混合粉末に熱処理を施す in-situ 法などにより比較的容易に、かつ低コスト

で作製可能である。最近我々はクラックの無い均一な組織を持つ MgB2 バルク体を作製する技術

を開発し[4]、捕捉磁場の温度依存性[5]、バルク径依存性[6]、空間分布[7]、時間安定性[8]、熱処

理条件[9]などの基礎物性の解明を進めている。本研究では MgB2バルク体の超電導バルク磁石を

作製し、その応用について検討した結果を報告する。 

2.  実験方法  Mgと Bの混合粉末を 10-100 mm、厚さ 10 mmの円盤状に成型し、Ar雰囲気下

で 650-1000℃, 1-24 hの熱処理を行い、MgB2バルク体を得た。得られたバルク体試料に対し、必

要に応じて機械加工などを施し、各種基礎特性の評価を行った。 

3.  結果と考察  作製した MgB2バルク体は Tc, Jcともに典型的な MgB2線材と同等であり、ま

た位置による差はほとんどなく、均一な試料が得られており、さらに同じ熱処理条件を変化させ

ず、最大で直径 100 mmの MgB2バルク体が作製できることが明らかになった。また捕捉磁場特

性においては、テスラ級の高い磁場強度、優れた磁場安定性、磁場均一性などを有していること

が明らかになり、テスラ級の“高品質”超電導バルク磁石候補として有望であるといえる。すな

わち、40 K以下で動作可能な“高品質”な磁石として、輸送・医療等への応用が期待でき、とく

に、高い磁場均質性が求められる MRI, NMR 等の計測機器への応用に適することが明らかになっ

た。 
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